令和　　年　　月　　日

職務経歴書（例）
氏名　　

　　年 　月　　日（　　歳）

〒-
住所
TEL
〔職務経歴〕

	社名（職種）
	職　務　内　容
	学んだこと・得た成果

	平成21年3月
～平成26年7月

	□□　　　　　　　株式会社
□□部へ配属。
□□にて□□を担当する。


	・仮説、実行、検証を通じて、『今お客さまが求めているものは何か』を中心に考える習慣を身に付けた。

【賞歴】
・□□コンクール全店2位（178店舗中）

	平成26年9月
～平成26年9月

	社会福祉法人　□□
□□部
□□支援事業
□□に従事。
	・支援対象者の抱える重荷の理解を中心に、活用できる社会資源の調整を中心に行う。
【実績】
住居喪失者の訪問、相談。

	平成29年10月
～平成29年4月

	社会福祉法人　□□
□□部
□□支援事業
□□に従事。

	・支援対象者の抱える重荷の把握と、支援の組み立てを一定の速度感で行った。
【実績】
年間80件のアセスメントの実施、うち75名の支援を経て35人の就労自立を達成した。　　

	平成29年4月
～現就労中

	社会福祉法人　□□
□□部
□□支援事業
□□に異動。
	・専門職間のスーパービジョンと、優先・劣後順位に意識した時間管理の呼び掛け。

・年間6回の企画と運営を行う。


〔自己PR〕（例文）
私は社会福祉士として□□にて、年少者から高齢者まで幅広く対象に就労相談に従事しています。支援対象者様には医療的（親族介護も含む）・心理的な阻害要因が多様にあり、一つ一つ速度感をもって共に解決に向けて話し合っていくことを念頭に、最終的には支援対象者の方の『一歩踏み出すお手伝い』に繋がるよう、伴走型で支援を行うことを重要と考えます。御社でもこれまでの経験を踏まえ、利用者様の主訴を速やかに把握し、利用者様やご家族との関係構築に活かしたいと考えます。

